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令和６年度 

 

八代市議会 議会運営委員会 視察報告書 

 

 

■視察日程 

  

  令和７年１月２１日（火）～２３日（木） 

 

■視察先 

 

    １月２１日 午後 東京都文京区 

    １月２２日 午後 神奈川県相模原市 

    １月２３日 午前 東京都墨田区 

 

■視察参加者 

  【委員会】 副委員長 橋本 貴喜 

        委  員 上村 哲三 

        委  員 大倉 裕一 

        委  員 北園 武広 

        委  員 友枝 和也 

        委  員 中村 和美 

        委  員 成松由紀夫 

        委  員 橋本 幸一 

         

 

  【随 行】 市議会事務局書記 田島 麗子 

           〃     中川 紀子 
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■視察先及び目的 

 

  １．東京都文京区 

   ①『ＩＣＴを活用した議会運営について』 

   （調査目的） 

     全国市議会議長会において、「多様な人材の市議会への参画促進に関する 

決議」の中で、「地方議会のデジタル化の促進」の「議事の自動音声翻訳」 

が」掲げられていることから、傍聴しやすい環境を整備するため、リアル 

タイム字幕表示の整備の必要性及び、タブレット端末導入後の業務の効率 

化・削減効果・各種書類のペーパーレス化などについて、今回、他市の状 

況を調査するものである。 

   ②『陳情書の取扱いについて』 

    （調査目的） 

    本市において、陳情書に関する基準等がなく、請願書の例により処理し
ているため、陳情書の基準や取扱い等について、今回、他市の状況を調査
するものである。 

 

  ２．神奈川県相模原市 

   ①『ＩＣＴを活用した議会運営について』 

   （調査目的） 

     全国市議会議長会において、「多様な人材の市議会への参画促進に関する 

決議」の中で、「地方議会のデジタル化の促進」の「議事の自動音声翻訳」 

が」掲げられていることから、傍聴しやすい環境を整備するため、リアル 

タイム字幕表示の整備の必要性及び、タブレット端末導入後の業務の効率 

化・削減効果・各種書類のペーパーレス化などについて、今回、他市の状 

況を調査するものである。 

   ②『陳情書の取扱いについて』 

    （調査目的） 

    本市において、陳情書に関する基準等がなく、請願書の例により処理し
ているため、陳情書の基準や取扱い等について、今回、他市の状況を調査
するものである。 

 

  ３．東京都墨田区 

①『ＩＣＴを活用した議会運営について』 

   （調査目的） 

     全国市議会議長会において、「多様な人材の市議会への参画促進に関する 

決議」の中で、「地方議会のデジタル化の促進」の「議事の自動音声翻訳」 

が」掲げられていることから、傍聴しやすい環境を整備するため、リアル 

タイム字幕表示の整備の必要性及び、タブレット端末導入後の業務の効率 

化・削減効果・各種書類のペーパーレス化などについて、今回、他市の状 

況を調査するものである。 

   ②『陳情書の取扱いについて』 

    （調査目的） 

    本市において、陳情書に関する基準等がなく、請願書の例により処理し
ているため、陳情書の基準や取扱い等について、今回、他市の状況を調査

するものである。 
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東京都 文京区                  

 

１ 視察日  令和７年１月２１日（火） 

 

２ 調査事項 『ＩＣＴを活用した議会運営について』 

       『陳情書の取扱いについて』 

         

３ 事業概要（説明内容） 

   別紙参照 

  

《主な質疑》 

◆リアルタイム字幕表示について 

Ｑ１：音声認識表示システムの費用について、伺いたい。 

Ａ１：機材は５年のリース契約で、本会議の機材は、月５万円程度である。 

   本会議場のシステムは、ネット中継の機器などセットになっている。 

   今後は、委員会の機器だけ導入する予定で委員会室は２つあるが、利用す

るのは、ほとんど第１委員会室だけであるため、稼働式でモニターのみそ

れぞれに設置するようにしている。こちらは、月１５万程度である。 

   （株）ＪＶＣとの直接の契約ではなく、会議録を委託している（株）大和

速記情報センターが議場システムなどを取り扱っているので、（株）大和速

記情報センターに調達していただいているため、値段設定が状況によって

異なる。 

 

Ｑ２：リアルタイム字幕表示は、リアルタイムであると誤字が出たりと、議会は

言論の負であるがゆえに言葉のニュアンスだったり誤字があったりという

と昔は速記者を導入していたが、導入に際してかなり努力されたと思うが

一番苦労された点や予算面で総額どのくらいだったのか、伺いたい。 

Ａ２：リアルタイムでＡＩによる字幕が流れるため、画面上の注釈で「誤変換が

あります。」と表示をしたり、その都度単語登録をしているため思ったとお

りに変換されることからこの点については、問題はない。また、傍聴者か

らの苦情もない。 

   調整に時間がかかったところは、モニターをどこに設置させるかというと

ころだった。実際に聴覚障害者の団体の方と調整したときに、「もう少しモ

ニターが大きい方がよい」とか、モニターを台座にのせているため、「最初

から壁にすればよかったのでは」という声があったが、契約した後の調整

だったことから、事前に調整ができればよかったと思う。 

    予算に関しては、議会費であり本会議の中継機器に音声認識表示システ

ムを含めたことは良かったと思う。設置費は一時的にかなりの予算がかか
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るが、来年度の委員会室に設置する場合には、人件費くらいで費用が膨ら

まなくて済む。議会費の中のＩＣＴ関係の予算は、約２０００万円程度で

ある。 

 

Ｑ３：目的が聴覚障害者や高齢者であると思うが、導入効果はどうか。 

Ａ３：ホームページで公表しているが数字的に導入して、傍聴者がすごく増えた

とかはないが、目で見て何かあるなというのがわかるため、インパクト的

には効果があるのではないかと思う。 

 

Ｑ４：このリアルタイムの字幕表示の設備を導入する前と後で手話通訳者の人数

の変更があったか。また、手話通訳者の単価を伺いたい。 

Ａ４：感覚ベースになるが手話通訳の申し込みの人数はあまりかわらないが、字

幕表示ができてから、普段見かけない人も手話通訳のところに座っている

なとは感じている。 

   単価については、一人１時間３０００円で、見直し等については今のとこ

ろはない。 

   一般質問がだいたい３人のため、一人につき手話通訳者一人。一般質問が

終わるたびに手話通訳者はかわる。 

 

Ｑ５：音声を文字化できる機能があると思うが、議事録には活用していないのか。 

Ａ５：議事録に活用している。 

   文字で確認したり、要点をまとめておきたい時に、しゃべったものは自動

的にテキストで出されるので使っている。 

 

Ｑ６：効率的や精度の兼ね合いについてどうか。 

Ａ６：話している方の話し方でマイクが声を拾えているかについては、本会議だ

としっかりマイクで話すためはっきりきこえ、雑音も入らないためクリア

に文字お起こしできる。 

文字起こし機能として使うこともあるが、声の大きさや雑音で精度が左右さ

れる。 

 

Ｑ７：今後、委員会で導入されるということだが委員会というのはその時点での

いろんな質問とか答弁がでてくるため、精度の点で害がでてきてくるのか

と。なまりとかの変換はＡＩで学習する能力があるのか。なまりに対応で

きるか、伺いたい。 

Ａ７：いま使っているシステムだと例えば話始めの「え～、」「あ～、」とかは入ら

ないようになっている。全部拾わないようにはできている。文字を発する

タイミングなどで、文字起こしをするかしないのかあるようだ。 

 



5 

 

◆タブレット端末の有効活用について 

Ｑ１：八代市の場合はアプリとかの制限というのは議会事務局のほうに権限があ

る。何を入れるかは、議長への許可を取っていれるようになっているが、

個人の使いやすさとかどういう風にされているのか、伺いたい。 

Ａ１：文京区も貸与端末ということで、ソフトバンクと契約していて一括で管理

している。アプリのほうも議長が許可したものだけいれられるようにして

いる。個人が入れたいアプリや自分が好きなものはいれられない。 

   Zoomとか文京区の防災アプリは事務局より配信して全議員にいれている。 

 

Ｑ２：タブレット導入でデジタル化すると便利になると思っていたが、タブレッ

トを忘れたりとか、議長の許可が必要だったりと逆に不便な部分もあり、

また、タブレット端末を扱える人と扱えない人の温度差があると思う。 

そういう場合の議会事務局の対応はどうされているか。 

Ａ２：特に使い方というのは議会事務局のほうで対応している。アナログの人も

なんとか使おうとしているし、特に苦情とかはない。 

   最初サイドブックスはタブレットだけだったが、自分のＰＣでも使いたい

人がいるため届を出していただいて、ＰＣとかスマホとかに入れてもいい

ようになった。そのため、ＰＣとタブレット二台持ちになることもある。 

 

Ｑ３：ペーパーレス化の問題で、八代市の場合は決算書、予算書もタブレット端

末のみで運用しているが、決算書なんかは特に色々と比較ができないとい

うところで一部紙ベースでとなったが、今後、貴区としては議員が各自で 

   印刷は可ということで議会事務局は関与していないということか。 

   また、紙代は議員が負担するのか。議員からはせめて決算書くらいはとか

要望はなかったのか、伺いたい。 

Ａ３：決算書と予算書のほうは、印刷して各課や議員さんにも配っている。 

   補正予算は配ってない。一気にペーパーレス化ではない。 

   文京区は印刷の町でもあるので配っているが、決算書と予算書以外のもの

を自分たちで印刷したものはやめましょうということになっている。 

 

Ｑ４：ドキュメントを保存していくとアップデートするときに容量が足りないと

でてくるが議会運営以外で使っている事例はあるか。伺いたい。 

Ａ４：研修会とか会派のフォルダがあり、会派の方が好きなのを入れたりできる。 

議員の中でクラブ（議員連盟）みたいな感じで使っていることはある。 

独自に入れられるように要望があればフォルダを作るというのは事務局で

している。容量が足りないという声は聞いてない。 
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◆陳情書の取扱いについて 

Ｑ１：陳情書など、民間の企業名だったり個人を特定される内容また、誹謗中傷

が入っていたりなど批判的な陳情がでた場合の対応はどのようにするのか。

伺いたい。 

Ａ１：文京区の場合は請願は必ず紹介議員がいないと審議しないということにな 

っているため、誹謗中傷とかは紹介議員の段階で精査する。 

これまでそういった誹謗中傷があって審議できない請願というものはない。 

請願の紹介議員は委員会に傍聴として出席し、質疑応答は紹介議員が受ける

ことになっている。結構、責任がある立場で紹介議員にならないといけない。 

  ※文京区は、陳情書の取扱いは、議長においてその取扱いを決定し、全議

員に速やかに配付することとする。  

 

Ｑ２：紹介議員のフィルターがかかって、誹謗中傷などはフィルターがかかると

思うがそれでもそういうものがあった場合はどうするか。伺いたい。 

Ａ２：仮定の話ではあるがそういった場合は委員長判断になる。 

   不適切な発言として委員会記録から削除したり止めたりすることもあるた

め委員長と調整して配付の段階で調整することになるかと思う。  

 

 

【会場風景】 
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神奈川県 相模原市                   

 

１ 視察日  令和７年１月２２日（水） 

 

２ 調査事項 『ＩＣＴを活用した議会運営について』 

       『陳情書の取扱いについて』 

 

３ 事業概要（説明内容） 

   ※別添のとおり 

  

《主な質疑》 

◆リアルタイム字幕表示について 

Ｑ１：貴市では手話の言語条例があるとかリアルタイム字幕表示を導入するにあ

たって、例えば議会基本条例とか条例的なものがあるのか、伺いたい。 

Ａ１：導入するにあたって何か条例を改めたりとかは行っていない。 

   会議の流れに影響する話ではないのでそういったところでの変えたところ

はない。 

   手話通訳については、最初に問合わせをいただいた中で対応ができれば、

手配をさせていただく形になるため、その日に傍聴にこられたかたが手話

通訳を求められたら、すぐに対応できないため手話通訳を入れたというの

はない。 

   議会のほうでやっているわけではなく、手話通訳者の派遣について議会傍

聴者から、１０日前までに申出書を出していただくルールになっている。 

   執行部の福祉のほうで手話通訳者の派遣という事業をやっているため、議

長から市長に依頼をしてその当日手話通訳者の派遣をしていただく。 

 

◆タブレット端末の有効活用について 

Ｑ１：ペーパーレス化について、予算書、決算書については希望者に配付とある

が４６名のうち何名ほど希望者がいるか。伺いたい。 

Ａ１：予算書、決算書に関しては全議員に配付しているが、紙ベースがいらない

議員もいる。 

   それ以外にも監査委員からの決算審査意見書などは紙ベースでほしい方は 

１２名で、紙配布は御年配の方が多い。    

 

Ｑ２：当初からそういう決まりでやっているのか、あとになって紙ベースでやっ

ているのか。伺いたい。 

Ａ２：当初からである。「ペーパーレス化やりましょう。」という話の中で、完全

にペーパーレス化は対応できないという声もあって、紙ベースも残しても
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らいたいって方がいるため紙も残している。 

 

Ｑ３：タブレットＰＣというパソコン環境を使われている方と使われていない方

がいると思うが個人のパソコンと区別がつかなくなると思うが、うまく使

われているのか、個人用として使われているのか。 

Ａ３：議会で議員が仕事として利用する場合には議会のＰＣを使うのは大前提で

ある。個人のＰＣに文書共有システムなど入れたいという声は頂いている。 

   今後の課題としては、貸与という形で議会専用の PCを貸与しているとこで

はあるが場合によっては、個人で使っているＰＣを持ち込んでいただいて

ソフトだけを導入し、使用料を市で公費負担する流れになるのではないか

と考えている。 

 

◆陳情書の取扱いについて 

Ｑ１：陳情の取扱いについて、基本的人権の否定、個人の秘密の暴露、特定の個

人・団体等の誹謗中傷などの文言があれば議会運営委員会の中で協議して

上程をしないということは委員会付託ではなく、それ以前の問題になるの

か。市内に住所を有するものから郵送された陳情は上程するとあるが、市

外から郵送されたものは全議員に配付するということか。２点について伺

いたい。 

Ａ１：令和３年度に議会運営委員会で協議をした結果上程しなかったものもある。

議会事務局で受理をして議会運営委員会において、具体的に文章の中で個

人の名前や誹謗中傷などのワードが含まれているとかではなかったが、訴

訟に該当すると議会運営委員会の中で話があったため上程しなかった事例

がある。 

   市内に住所を有するものから郵送された陳情は上程し審査を行う。 

   市外の方から直接持って来られて提出された場合は、通常どおり上程する

が、個人の誹謗中傷が含まれていないというのは前提ではある。 

   市外の方からの郵送による陳情であれば、陳情書の文書表を作り写しを全

議員に配付している。 

 

Ｑ２：要件がそろっていれば議会事務局はとりあえず受理することにはなってい

ると思うが、受理はするがその中身については議会運営委員会で個人が特

定されたり、誹謗中傷の内容があればその時点で上程しないということか。 

Ａ２：提出されたものに対して議会事務局で、陳情として受理して良いのか悪い

のか判断することができないため、一旦受理をした上で取り扱いをどうさ

れるかを必要に応じて議会運営委員会で諮る。 

 

Ｑ３：議会運営委員会の中の取り決め事項はあるか。伺いたい。 

Ａ３：参考資料①にあるが、次の確認事項に該当するおそれがある陳情は議会運
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営委員会で取り扱いを協議する。協議の結果本会議に上程しない場合があ

る。（基本的な人権の否定、個人の秘密の暴露、係争中の裁判・事件に関す

るものなど） 

 

 

【会議風景】 
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東京都 墨田区                  

 

１ 視察日  令和７年１月２３日（木） 

 

２ 調査事項 『ＩＣＴを活用した議会運営について』 

       『陳情書の取扱いについて』 

 

３ 事業概要（説明内容） 

   ※別添のとおり 

  

《主な質疑》 

◆リアルタイム字幕表示について 

Ｑ１：導入経費の部分で年間１０８万円・月額９万円ということであるがモニタ

ーの設置経費もこの中に入っているのか、伺いたい。 

Ａ１：モニターは区で購入したのではなくリースで５年間の均等割で、設置費用

込々でしている。それ以外の費用は掛かっていない状況である。 

 

Ｑ２：難聴者向けのサービスが基本と思うが、会議録とかほかの活用方法につい

て、伺いたい。 

Ａ２：本会議場の字幕表示はそれに特化したもので、導入する前から議会のホー

ムぺージの中に中継や録画画面があり、その右側に文字で記録が出るよう

な仕組みがあった。従前からあったので現在も残っている状況である。 

本会議場に字幕表示を導入したが、違う用途で活用していない。 

 

Ｑ３：傍聴者の声はどうか、伺いたい。 

Ａ３：難聴の方に字幕表示を入れたことを御案内したため、設置した当初はグル

ープで傍聴に来られた。本会議場に傍聴される方は、当区はあまり多くな

くて、５～１０人程度で傍聴する方が字幕表示のモニターの近くに座る方

が多くなった。 

 

Ｑ４：難聴者の方の議会傍聴が増えたか、伺いたい。 

Ａ４：難聴の方の受付をしている訳ではないため、わかりにくい部分があるが、

当初はどういうものか確認したいということで傍聴に来られたが、これを

設置したことによって難聴者の方の傍聴が増えたということはない。 

 

◆タブレット端末の有効活用について 

Ｑ１：ペーパーレス化について、予算書と決算書については、希望者に配付され

ているということだが、希望者の割合というか何名くらいいるのか、伺い



11 

 

たい。 

Ａ１：数名の議員は必要ないが、９割の議員が希望されている。 

 

Ｑ２：防災訓練の安否確認の説明があったが、このシステムについては、職員が

作られたものか。タブレットの中に入っているものか、伺いたい。 

Ａ２：ラインワークスのアンケート機能いうものがあり、それを活用している。

職員が作ったものではなく、既存の機能の中で選んで利用している。 

 

◆陳情書の取扱いについて 

Ｑ１：審議になじまないものというのは個人や特定団体の誹謗・中傷とかプライ

ベートな話というところで、このような文言が入っていれば議会運営委員

会で決定されるのか、伺いたい。 

Ａ１：各派交渉会で協議し、正式には議会運営委員会で決める。基本的には国政

的なものの場合でも当区は委員会付託しており、反対に付託しないという

ものは限られている。 

 

Ｑ２：国際問題を含んでいたり自治体に関係ないような話題が過去に出たと思う

が、区内に住所を有しないものからの提出されたものの部分は配付のみと

いうことか、伺いたい。 

Ａ２：配付のみ。おおむね半分くらいは区外から郵送されたもの。 

 

Ｑ３：議会事務局に持ってきた場合はどうなるか、伺いたい。 

Ａ３：区外に住んでいる方は郵送でも持参でも同じ扱い。（配付のみ） 

   区外の方が自分の住んでいる地域の課題について、当区に全く関係ないも

のを提出してくる場合があるが審議ができないのもある。 

 

Ｑ４：委員会に付託された陳情については非公開なのか、伺いたい。 

Ａ４：陳情は、意見聴取の場合については非公開。 

   それ以外は陳情者の名前は伏せるが、内容については、議会事務局で様式

をまとめて陳情者本人に確認したうえで要約したものをホームページに掲

載している。 

 

Ｑ５：中継はどうするのか、伺いたい。 

Ａ５：意見聴取の場合は委員会を別の日にしている。 

   意見聴取の場は正式な記録は作らない、また生中継もしない。 

   数日後に正式な委員会があり、その委員会の審議の中で陳情者から意見聴

取をやった結果を踏まえてどうするか決める。 

   そのときの正式な委員会は、生中継し発言は記録として残す。 

   陳情者は委員会の中ではしゃべる機会はない。この案件について、いつの
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委員会で審査するか通知するため、傍聴でき生中継もする。録画も一週間

後にはでると案内はしている 

 

 

【会場風景】 
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＜＜各委員所見＞＞ 
 

 



議会運営委員会 行政視察所見 

委員名【   橋本 貴喜     】 

◆視 察 日：令和７年１月２１日（火） 

◆視 察 先：東京都文京区 

◆調査項目：ＩＣＴを活用した議会運営について・陳情書の取扱いについて 

 

 

・ＩＣＴを活用した議会運営について                               

 リアルタイム字幕表示・・・令和５年７月より議論が進められ、令和６年９月定例会より導入された。

会議録を委託されている会社が一括して受託している。導入機器は、音声認識表示ソフトウェア：ＴＺ‐

ＴＲＡＮＣＥＲ（株式会社ＪＶＣケンウッド・公共産業システム）となっている。ランニングコストは月

５万円程度かかっているリアルタイム字幕表示を導入したことで、傍聴者からは非常に分かりやすかっ

たとの意見がある。                                       

 タブレット端末・・・ｉＰａｄＡｉｒ６４ＧＢを令和４年５月より導入している。ペーパーレス化の削

減効果としては１年間で約４０万枚であると検証されている。                    

 今後の課題・・・タブレット操作の個人差による部分が大きいという事である。            

 

・陳情書の取扱いについて                                    

 文京区議会申し合わせ事項において、陳情書の取扱いについては、議長においてその取扱いを決定し、

全議員に速やかに配布することとする。となっている。陳情については委員会での審議はなし。審議を行

うためには、議員が対応し請願とする必要がある。委員会での質疑応答については、紹介議員が行う。  

 

 本市議会においては、リアルタイム字幕表示については、これからの課題である。タブレット端末につ

いては、本市議会が早期に導入しているが、今後の課題は、類似したものとなっている。ペーパーレス化

については、一人ひとりがしっかりとデジタルに対して向き合っていく必要がある。陳情書の取扱いに

ついては、本市議会にでは、請願書の例により処理するということが明文化されているだけである。文京

区のような取扱いは非常に参考になった。今後委員会で議論を行い、しっかりとした取扱いの指針を作

っていく必要がある。                                       

 

                                                 

 

                                                 

 

                                                 

 

                                                 

 



議会運営委員会 行政視察所見 

委員名【   橋本 貴喜     】 

◆視 察 日：令和７年１月２２日（水） 

◆視 察 先：神奈川県相模原市 

◆調査項目：ＩＣＴを活用した議会運営について・陳情書の取扱いについて 

 

 

・ＩＣＴを活用した議会運営について                               

 リアルタイム字幕表示・・・より一層の「分かりやすく、開かれた議会」を目指し、聴覚障害のある方

などに配慮した、傍聴しやすい環境を整備することを目的とし、傍聴席最前列の左端に設置している。令

和３年１１月より議会運営委員会にて協議が開始され、令和４年９月定例会議から運用が開始されてい

る。議場のシステムと同じ会社（株式会社ＪＶＣケンウッド・公共産業システム）に委託され、初期費用

４６２万円とアカウント使用料６万６千円／年の経費がかかっている。文字化されることで、聞きなれ

ない用語や、早口などで聞取りづらかった部分もわかりやすいといった概ね、好評の意見が多い。    

 タブレット端末・・・会議資料のペーパーレス化と議員との連絡手段の効率化を目的とし、平成２８年

２月より検討を開始し、平成３０年１０月より端末を導入している。機種はパナソニック Let’s note 

CF-XZ6、文書共有ソフト moreNOTE5、グループウェアソフトサイボウズとなっている。          

 今後の課題・・・ペーパーレス会議の推進・過去分の議会及び委員会の録画放送の YouTube チャンネル

活用について・オンライン委員会の実施について・電子採決システムの導入について、を課題として取組

まれている。                                           

 

・陳情書の取扱いについて                                    

 相模原市においては、請願と陳情を同じ事務手順で処理している。受理・委員会付託要件としては、受

付は常時行っており、各定例会議が始まる前日までに提出されたものについて、その定例会議で審議す

る。内容により、議会運営委員会で取扱いを協議し、その結果、上程されない場合がある。例として、基

本的人権の否定、個人の秘密の暴露、特定の個人・団体等の誹謗・中傷などがある。郵送で届いた陳情の

取扱いは、市内に住所を有する者から郵送された陳情書は、上程し審査を行い、市外の者からの郵送によ

る陳情は、参考資料として写しを全議員に配布のみとする。陳情書に関する課題として、「地方自治法の

一部を改正する法律」の成立に伴う、令和６年４月以降の陳情書の電子申請等への各種対応がある。   

 

 本市議会においては、リアルタイム字幕表示については、これからの課題である。タブレット端末につ

いては、タブレットＰＣを導入されているということで、議員個人の力量が如実に出ていることが窺い

知れた。陳情書の取扱いについては、本市議会にでは、請願書の例により処理するということが明文化さ

れているだけである。今後、議会運営委員会でしっかりと議論を行い、明確な基準を設けていくことが必

要であると考える。                                        

 

                                                  



議会運営委員会 行政視察所見 

委員名【   橋本 貴喜     】 

◆視 察 日：令和７年１月２３日（木） 

◆視 察 先：東京都墨田区 

◆調査項目：ＩＣＴを活用した議会運営について・陳情書の取扱いについて 

 

 

・ＩＣＴを活用した議会運営について                               

 リアルタイム字幕表示・・・令和２年度の議会運営委員会において、議会基本条例の運用に係る検討課

題「ソフト面における措置」として、映像配信における聴覚に障害がある人に対する配慮については、区

議会広報委員会において検討することとなり、協議・検討を続けた結果、令和４年７月から本格実施とな

っている。音声によるコミュニケーション支援アプリ（ＵＤトーク）に会議の音声を送り、モニターに表

示する。導入経費は年間約１０８万円で、映像配信業務委託契約に追加している。           

 タブレット端末・・・タブレット端末は、議員自らが選定し、自己責任となっている。事務局からのサ

ポートはない。資料共有ソフトはサイドブックスを使用しており、連絡用としてラインワークスを使用

している。基本的にはペーパーレスとなっているが、当初予算・決算書のみ希望者に印刷・配布を行って

おり、９割以上の議員が希望している。使いこなしているのは半数程度という事である。         

 

・陳情書の取扱いについて                                    

 取扱い方法は、請願に準じて委員会付託する陳情と委員会付託を行わず全議員に陳情書の写しの配布

をもって周知するのみとする陳情とに区分した議長案を作成する。議長案を作成するに当たって、付託

を行わない場合には、取決めに基づいて判断する。委員会に付託する陳情及び付託しない陳情について、

議長案の内容が妥当かどうか各派交渉会で協議し、各派交渉会の協議経過を踏まえ、議会運営委員会で

決定する。                                           

 

 本市議会においては、リアルタイム字幕表示については、これからの課題である。タブレット端末につ

いては、議員自らが選定を行っているという点が、これまでの視察等でもなかった新しい点であった。そ

の分、議員個人の技量に委ねられるので、全体での運用ということに対しては、懸念がある。ペーパーレ

ス化については、本市議会と同様の状況であると考えられる。陳情書の取扱いについては、本市議会にで

は、請願書の例により処理するということが明文化されているだけである。墨田区のような取扱いは非

常に参考になった。今後委員会で議論を行い、しっかりとした取扱いの指針を作っていく必要がある。  

 

                                                 

 

                                                 















議会運営委員会 行政視察所見 

議員名【 大 倉 裕 一 】 

視察日：令和 ７年 １月 ２１日（火） 

視察先：東京都文京区 

調査項目：１ ＩＣＴを活用した議会運営について 

２ 陳情書の取扱いについて 

 議会運営における、ＩＣＴを活用した議会運営及び、陳情書の取り扱いにつ

いて東京都文京区を視察させていただいた。 

 ＩＣＴを活用した議会運営では、リアルタイム字幕表示及び、タブレット端

末の有効活用について調査した。 

 リアルタイム字幕表示とは、話した言語をそのままモニターで字幕表示する

ことで、近年注目されているＡＩの力を活用したシステム（音声認識表示ソフ

トウェア：ＴＺ-TRACER 株式会社 JVCケンウッド公共産業システム）であ

った。 

 現在の運用として、議場の執行部席から傍聴席側に向けて１台、傍聴席の手

話通訳席の隣に傍聴席側に向けて１台計２台を議場に設置され、区議会の一般

質問の議員発言及び答弁、施政方針や所信表明等に運用されていた。また、イ

ンターネット中継の字幕表示にも利用されていた。 

 導入の経緯については、視察先の資料を参考にしていただきたい。 

 導入の効果について、 

○目で見る情報と耳で聞く情報の双方向から情報が入るのでわかりやすい 

○長年議会を傍聴してきたが、リアルタイム字幕表示が導入された今回の傍聴

が 1番わかりやすかった等の意見や評価があるとのこと。 

令和７年６月定例議会から常任委員会でもリアルタイム字幕表示を実施予定で

あるとの説明を受けた。 

 文京区では、令和６年２月に手話言語条例を可決されている。 

システム導入を機に、手話通訳士がお役御免となるケースを想像しがちになる

が、手話通訳士を廃止はしないと断言される。その理念として、聴覚障害者や

高齢者等が十分に情報を取得できるようにとある。 

行政のあるべき姿であり、考え方であると高く評価をしたい 

 また、議会事務局としても、聴覚障害者が口の動きで言語を認識されること

もあるため、モニターに発言者＋字幕表示としたり試行錯誤して、現在の字幕

のみの表示とされたとも説明を受けた。議会事務局も情報の十分な取得に尽力

された姿をうかがえた。 

 タブレット端末の運用及び導入効果については、災害時も活用できるようセ



ルラーモデルを利用されていた。 

傍聴者には紙資料を用意し、常任委員会等には、議員が印刷した資料等は持ち

込み可とされていた。 

 ペーパーレス化の効果としては、文京区全体で 185万枚削減されており、内

40万枚が区議会の削減枚数とされた。 

しかしながら、タブレット端末では議案審査に際しメモが取りづらい、質問等

審査に支障がある等、議員間でも格差があることが課題と述べられ、私が思う

ところが同じと思った。 

 八代市議会では、当初予算書、決算書、主要な施策に関する成果調書は市議

会の本文を考慮して、印刷物をもらうように変更したところである。 

 次に、陳情書の取り扱いについて調査を行った。 

 文京区の会議規則では、陳情書又はこれに類するもので、その内容が請願に

適合するものは請願書の例により処理するとされ、10〜15件／1定例会で取

り扱う。 

 文京区議会申し合わせ事項では、陳情書の取り扱いについては、議長におい

てその取り扱いを決定し、全議員に速やかに配布することとするとなっている。 

陳情書も請願書と同等の取り扱いをお願いしたいと市民から要望があった。 

幹事長会議では、原則、紹介議員をつけて請願として取り扱う事が確認されて

いる 

請願の紹介議員は、委員会の傍聴が原則で、委員会審査時の質疑は紹介議員が

受け答えする。 

誹謗中傷が酷いものは、配布しないとされた。 

議長にその取り扱いを決定することの裁量はあるとは思うが、議長に裁量が集

中し、重たくはないかとも思う。また、情報を共有することも必要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察日：令和 ７年 １月２２日（水） 

視察先：神奈川県相模原市 

調査項目：１ ＩＣＴを活用した議会運営について 

２ 陳情書の取扱いについて 

 議会運営における、ＩＣＴを活用した議会運営及び、陳情書の取り扱いにつ

いて神奈川県相模原市を視察させていただいた。 

ＩＣＴを活用した議会運営では、リアルタイム字幕表示及び、タブレット端末

の有効活用について調査した。 

 まず、リアルタイム字幕表示について、導入目的として、「わかりやすく、開

かれた議会」を目指し、聴覚障がいのある方などに配慮した、傍聴しやすい環

境を整備すること。で、傍聴席の最前列に 43インチのモニターが設置されて

いた。 

 傍聴者からは、概ね好評の意見が多いとのこと。確かに、聾唖者はもとより、

モニターから情報が入るため、わかりやすいと思った。 

文京区も同様であったが、相模原市議会の手話通訳は、福祉部の派遣事業とし

て運用しているため、10日前迄に申請が必要とのことで、常時配置ではないと

いう。八代市議会は、一般質問期間は常時配置しており、八代市議会の取り組

みを高く評価したい。 

 議事録としての運用はされておらず、ネット中継でも活用していないとのこ

と。 

常任委員会への導入については、誤変換というシステムの課題、導入事例が少

ないこと、傍聴者が少ないことを挙げられた。 

八代市議会で導入する際の参考にしたい。 

 次に、タブレット端末の運用について、相模原市では、ペーパーレス化と連

絡手段の効率化を目的として導入、ペーパーレス化では 41万枚／年間削減で

きていること。連絡手段の効率化では、スムーズに連絡が取れ効率化が図られ

たと説明いただいた。 

ただ、ペーパーレス化につながっているとはいえ、希望議員には印刷物を配布

しているとの説明であった。 

やはり、文京区の所感にも書いたが、タブレット端末では委員会審査に課題を

残すため、主要なものは印刷物との併用とすべきだと思う。 

 次に、陳情書の取り扱いについて相模原市では、請願書と同じ事務手順とさ

れていた。 

内容により、議会運営委員会で取り扱いを協議し、その結果、上程されない場

合もあるとされ、上程されないものとして、基本的人権の否定、個人の秘密の

暴露、特定の個人・団体等の誹謗中傷などと解説された。 



また、陳情者には意見陳述の機会が与えてあり、意見陳述もインターネット中

継を行う申し合わせもご紹介いただいた。 

 陳情書を排除する方向から入るのではなく、審査をするためには、どうすべ

きかという事だと思う。 

八代市議会では意見陳述の機会を確保していたが、数の論理で廃止された経緯

がある。復活が必要と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察日：令和 ７年 １月２３日（木） 

視察先：東京都墨田区 

調査項目：１ ＩＣＴを活用した議会運営について 

２ 陳情書の取扱いについて 

 議会運営における、ＩＣＴを活用した議会運営及び、陳情書の取り扱いにつ

いて東京都墨田区を視察させていただいた。 

ＩＣＴを活用した議会運営では、リアルタイム字幕表示及び、タブレット端末

の有効活用について調査した。 

 まず、リアルタイム字幕表示システムでは、区議会基本条例で、傍聴者の理

解に資するため、議案及び、会議資料の提供、供覧その他必要な措置を講じな

ければならない。 

 議会は、適切に傍聴することができるよう、必要な措置を講ずるよう努めな

ければならないと謳ってある。 

議会基本条例の運用に係る検討課題「傍聴者に対する必要な措置」のうち「ソ

フト面における措置」として、区議会広報委員会において、映像配信における

聴覚に障がいがある人に対する配慮について検討した結果、令和４年４月議場

にモニター１台を設置し、同年７月から本格実施となったとのこと。 

 この時、費用対効果の面では評価が難しい面もあったが、手話言語条例を可

決した墨田区である。聾唖者の情報入手の面を考えると、費用対効果を抜きに

して考えるべきだと議員から意見があったとのこと。 

共感するし、議会基本条例を定め、傍聴者に対する取り組み姿勢も整理されて

いるため、よく理解できる。 

傍聴者の特徴として、リアルタイムモニター周辺に集まる傾向があるそうだ。 

議事録としての活用はされていないが、令和７年度から常任委員会での導入を

計画されているそうだ。 

誤配信を懸念されて足踏みされた文京区や相模原市の一歩先を取り組んでおら

れた。 

 次に、タブレット端末の運用においても、ペーパーレス化は進んだものの、

当初予算書や決算書、主要な施策に関する成果調書等、一部の資料を印刷物で

渡しておられた。その背景にはタブレット取り扱いの議員間格差や審査への影

響が課題となっていた。 

 タブレット端末でＢＣＰにおける安否確認を行っておられる点も参考にした

い。 

 次に、陳情書の取り扱いとして、 

1、請願に準じて「委員会付託する陳情」と「委員会付託を行わず、全議員に陳

情書の写しの配布をもって周知するのみとする陳情」とに区分した議長案を作



成する。 

※付託を行わない場合の考え方 

①同一期内で、概ね１年を経過していない同趣旨の陳情で、特に状況の変化が 

ないと認められるもの。 

なお、概ね１年とは、陳情を処理した定例議会閉会後、４定例議会をいう。 

②議会の審議になじまないと思われるもの 

③願意が既に達成されていると思われるもの 

④区内に住所を有しないもの（区内に在勤し、又は在学する者を除く）から提 

出されたもの 

なお、勤務先名・所在地、又は学校名・所在地については、陳情書に記載させ

ることにより、確認することとする 

2、委員会に付託する陳情、及び付託しない陳情について、議長案の内容が妥当 

かどうか各派交渉会で協議する 

3、各派交渉会の協議経過を踏まえ、議会運営委員会で決定する 

 以上の取り決めがあった。 

  また、墨田区では継続審査は原則行わず、提出議会で結論を出す。塩漬け 

にしない。と、強調された。 

また、提出された陳情書において、市民間で文章力に格差があるため、議会 

事務局で審議用に校正したり、個人名や団体名がある場合はアルファベット表 

記に変更することもある。この場合は陳情者に変更した陳情書を見ていただき 

承諾を得ている。 

墨田区の陳情書の取り扱いは、非常に参考にしたい内容である。 

排除から入るのではなく、陳情者の願意を受け止める事、陳情情報の共有化 

も必要ではいかと思う。 

 

 












































